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本市では平成 20 年（2008 年）に都市マスタープラ
ンを改定し、「湘南の快適環境都市　～みんなでつくる 
住み続けたいまち ちがさき～」をめざし、都市づくりを
進めてまいりました。

しかしながら、今後は高齢社会の進展と人口減少によ
り、住環境の変化やライフスタイルの多様化が見込まれ
るとともに、広域的な道路ネットワークの整備が進み交
通の利便性の向上が見込まれています。また、東日本大
震災や西日本豪雨等の大きな災害を経験し、防災や減災
への取組の必要性はますます重みを増しております。

これらの社会情勢へ対応し諸問題の解決を進めていく
ために、本市の総合計画を支える都市づくりの方針であ
り、20 年後の本市のあるべき姿を捉えつつ今後おおむ
ね 10 年間の都市づくりの方向性として、新たな都市マ
スタープランを策定いたしました。

本計画の策定にあたっては、茅ヶ崎市都市マスタープ
ラン策定委員会委員の皆様や、市民討議会、意見交換会
等へご参加いただいた市民の皆様をはじめ、多くの方々
に様々な形でご協力をいただきました。本計画は市民の
積極的な参画や事業者の理解と協力をいただくことによ
り、生きた計画として都市づくりに貢献していくことがで
きます。

策定に関わっていただいた皆様にあらためて心よりお
礼申し上げるとともに、今後の都市づくりへのご協力を
お願い申し上げます。

令和元年（2019 年）6 月

は じ め に

茅ヶ崎市長　佐藤　光
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～目指します。 ●�目標、方向性（取組の姿勢）に関する事項 市民・事業者・行政の協働

～進めます。
●すでに事業着手されている事項
●おおむね 10年以内に取り組む事項

行政

～努めます。 ●�目標達成に時間がかかるが、継続して取り
組んで行く事項 行政

～働きかけます。 ●�目標達成に時間がかかるが、継続して取り
組んで行く事項 事業者

～検討します。 ●�目標の実現に向けて、行政内・関係機関・
市民との協議・調整・検討が必要な事項 主体が決定していない

～誘導します。
～促進します。

●すでに事業着手されている事項
●おおむね 10年以内に取り組む事項

市民・事業者
（行政が取組を誘導・促進）

～支援します。
●すでに事業着手されている事項
●おおむね 10年以内に取り組む事項

市民・事業者
（行政が取組を支援）

◆本計画を読むにあたっての注意事項◆
主に第 3 章「5．分野別の取組方針」、第 4 章「2．地域別の取組方針」の文章表現（語

尾の記述）については、実施主体や計画の熟度にしたがって、以下のように整理しています。



用　　　語 解　　　　　　説
あ行

オープンスペース 都市における公園や緑地、街路、河川敷、民有地の空地部分等、建築物
に覆われていない空間のこと。

か行

街区 市街地を構成する単位で、街路に囲まれた一区画のこと。

クラスター
（延焼運命共同体）

延焼被害が起きた場合、運命を共にする建物群のこと。クラスター内の
建物から 1軒でも出火しそのまま放置した場合、クラスター内の建物
全てが焼失するおそれがある。

グリーンインフラスト
ラクチャー

社会資本整備や土地利用等において、みどりが有する多様な機能を活用
した持続可能で魅力ある都市づくりを支えるもの。

景観の事前検証 民間事業者が行う建築等の行為や公共機関が行う空間づくりについて、
合成写真や模型、バルーン、イメージパース等のシミュレーションによ
り、本市の景観計画に沿ったものであるかを検証すること。

景観まちづくり 自分たちのまちの景観の魅力を楽しみ、貴重な資産として次世代に残せ
るように、本市の景観を維持・継承・改善するための様々な取組を行う
こと。また、景観まちづくりは、現在の良好な景観を大事に保全するこ
とだけでなく、新たに、魅力的な景観をつくりだすことも含む。清掃や
緑化等、日々の暮らしに根ざした、まちの景観を整えるための活動も景
観まちづくりに含む。

建築協定 住宅地の環境や商業地の利便性を維持、増進するために建築物の敷地や
位置、構造、用途、形態、意匠等の基準について、区域内土地所有者等
の全員の合意により締結される協定。

個別計画 本計画の分野別の課題に対応していくための計画のこと。法令等によっ
て策定の義務付けや策定努力が求められている。

さ行

サイクルアンドバス
ライド

目的地の途中のバス停留所まで自転車を利用し、バス停留所周辺の自転
車駐車場に自転車を停め、バスに乗り継いで目的地に行くためのバス利
用者専用自転車駐車場のこと。

市街化区域 既に市街地を形成している区域及びおおむね 10年以内に優先的かつ計
画的に市街地を図るべき区域のこと。

市街化調整区域 市街化を抑制する区域のこと。無秩序にまちが広がらないように、一定
のルールに基づいて建物の建築等を制限している。

自然環境評価調査 市域全体を対象として、良好な自然環境を指標する生きものの分布を調
査し、自然環境を評価するために、本市が地域の専門家や市民の協力を
得て行う調査のこと。

市民緑地 都市緑地法に基づき、土地所有者の協力のもと、管理を行政や多様な
主体が担い、地域の人々が利用できる緑地や緑化施設を公開する場所
のこと。

◆用語の定義◆
本文中に繰返し記載されている用語を整理しました。



用　　　語 解　　　　　　説
住宅改善 個別の建築物について、耐震化や不燃化、バリアフリー化等による改善

を行うこと。

人口集中地区（DID） 市区町村の区域のうちで人口密度の特に高い地域のこと。人口密度が 1
㎢当たり 4,000 人以上で、地域の人口が国勢調査時に 5,000 人以上を
有する地域。（DID=Densely Inhabited District）

生物多様性 遺伝子・種・生態系レベル等で多くの生きものの種が存在すること。様々
な生きものが存在する種の中の「遺伝子の多様性」や、動物、植物、微
生物がおりなす「生態系の多様性」も含まれる。

セーフティネット 経済的な危機等に陥っても、最低限の安全を保障する社会的な制度や対
策のこと。

た行

地域危険度測定調査 町丁目ごとの地震に対する危険性を把握し、防災都市づくりを中心とし
た長期的な防災対策を進めるための測定調査のこと。本市では、平成
21年（2009年）に「建物倒壊危険度」「火災危険度」「道路閉塞確率（緊
急輸送路）」「地区内通過確率」の 4項目について調査を実施。

地区計画 都市計画法第12条の4に基づく街区単位（市街地を構成する単位）の「ま
ちづくりのルール」で、地区の特性やまちづくりの目標に応じて、住民
合意形成のもとに、道路や公園等の地区施設の配置、建物の用途、建ぺ
い率、容積率、建物の高さ等を定めること。

昼間人口 本市の常住人口に本市への流入人口と本市からの流出人口を加減して算
出した人口のこと。

特別緑地保全地区 都市緑地法第 12条に基づき、市街化の無秩序な拡大の防止に資する緑
地や都市の歴史的・文化的価値を有する緑地、風致または景観が優れて
いる緑地、動植物の生息・生育地となる緑地等の保全を図ることを目的
とし、都市計画法第 8条に規定される地域地区。

都市機能 生活サービス施設全般のこと。食料品等の店舗や保育園、公園等の日常
生活に必要な施設の他、図書館や映画館等の生活を楽しむための施設等
がある。

都市基盤 道路・街路や鉄道、河川、上下水道、エネルギー供給施設、通信施設等
の生活・産業基盤、学校、病院、公園等の公共施設のこと。

都市計画区域 自然的及び社会的条件並びに人口、土地利用、交通量等の現況及び推移
を勘案し、一体の都市として総合的に整備・開発・保全する区域のこと。
本市は全域になる。

都市計画制度 都市計画法等に基づいて定める「まちづくりのルール」のこと。都市計
画制度を組み合わせて活用することで、地域の実情に応じたルールを定
めることができる。

な行

乗合交通 利用者を限定せず、一度に複数の利用者を輸送する交通手段のこと。

や行

ユニバーサルデザイン 年齢や性別、国籍、個人の能力にかかわらず、はじめからできるだけ多
くの人が利用可能なように、利用者本位、人間本位の考え方に立って、
快適な環境とするようデザインすること。




